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日本防災士会 秋 田県支部長

渡 辺 勝 治

新年が会員の皆様に取 りま して良い年であ ります ように

お祈 り申し上げます。

平成 23年 度の活動の一つは、テープル ミーティングを
北部・ 中央で終了でき、また、北部にあっては、『 北部地

区郵便局長会研修会の一環 としてAEDを 中心 とした防災
を実施できました。会員皆様のご協力に心から感謝申し上げます。
24年度は辰年であり、『 昇龍興年』の言葉が最も相応 しいと思 うところであります。
『 3 11の 東 日本大震災の被災された皆様が、地上から早天にたくましく昇る龍のよ
力強い復興の元年にな りますことを祈願するところであ ります。

私見ですが東 日本大震災の津波で助かつた地域の方々の事例をテ レビで拝見 しました。印象

に残つたのは『 津波警報が出た際は、必ず指定された高台に避難 していました。当日も同様に

避難 したことにより命が助かった。』 とのことで した。こうした防災に対する意識の高さは、

1回 や 2回 の避難訓練で築かれるものではないと思います。長い間の地域住民の努力の上に築
かれたコンセンサスによると思います。

ここに防災士としてのそれぞれの地域にあつて取 り組む、息の長い防災・減災の啓蒙活動の

原点があるのではないかと思います。

平成 24年度は事務局長報告にもあるとお り『 秋田県からの依頼による自主防災組織の立ち
上げ・ フォローアップ指導等』に係わることが予定されてお ります。 このように今後、防災

減災に係わる指導・研修等が予想 されます。 こうしたことに会員が応えられるように『 防災士

としての知識・技能の研鑽ができる場』を事務局を中心に設けますので会員皆様のなお一層の

ご協力をお願いいた します。

そ して、 日本防災士会秋田県支部が「昇龍興年」に相応 しい活動の年にな りますように念願

し、念頭の挨拶 とします

條J刊号で紹介できなかつた役員を紹介しまつ

職業 :郵便局長

|[防災の心得Jを痛切に感じておりま九

1か人の役に立つことができると信じておりま丸
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グを終了することができました。

思いま丸

8月
′
6日 (IL l100～北秋田市のホテ′レ松鶴において、23年

度計画事業のテーブルミーティングを内山冨1支部長の計画で開催い

たしました。副支部長はじめ北部地区の会員の皆様に加え支部長以下
3名が秋田市から参加 し計 10名の参加人員で行いました。初めて顔
を合わす人たちが多かったので、まずは自己紹介から進めその後質疑
応答に入りました。質駒志答では、発足に当たっての立ち上げ時の質
問から始まり、最後の方ではまだ県支部に加入していない方の入会方

法や今後研修会等への派遣要請の際の要領など積極的な意見が多く
発言され、和気あいあいと中身の濃い第 1回日のテーブルミーティン
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【秋田市防災詞1練】

9月 1日 (木)1100～ 秋田港セリオンイベント広場で実
施された平成 23年度秋田市総合防災引練に支部長以下2名
が参加しました。訓練は秋口市自主防災組織連絡協議会と合同
で初期消火及び煙中体験訓I練を秋田市消防の指導の下行うも
のでした。訓練内容は初歩的なものでしたが、今年は2年日、
今後 3年 4年と訓練参加を通じて行政及び市民に防災士会を
アピールできれば幸いと感じた訓1練でした。来年度は県防災.l

練や各市t,ヽの防災副練に積極的に参力|していきたいと思い

ま
‐
九 会員各位の積極的な参力Jをお願いいたしまう、

(月 リヽリ||)

【中央地区テーブルミーティング】

10月 22日 (D090o～ アキタノ`―クホテルにおいて、第 2回
目のテーブルミーティングを柴田副支割張 の計画でFAl催しました。防災
■会会員の他、秋田県中部郵便局長会会員の方々の参加を得て25名で
行いました。第 1回目の北部地区での反省を踏まえ、秋田市消防から講
師を招致して普通救急救命講習を行い、その後食事をしながらミーティ
ングを行いました。救命講習は3組に分力れ て実施し、各組とも消防職
員のユーモアたっぶりの指導にのせられ充実した講習を終えることが

できました。ミーティングではなかな力盛 り上がらず fやつばり酒がな
いとだめかな― (岡部氏)Jの声も聞こえました。次回は、考えたいと

(4蟻
=)

【北東北支部連絡協議会の設立総会】
12月 3日 (土)1500～ 青森市本町の旬亭「浜mTjにおいて開
催された「北東北支部連絡協議会の設立総会Jに支部長以下2名が参
加しました。会の参力1者は、日本防災士会の理事2名、北東北 3県の

各支部長が参加した他、青森県支部の役員、来賓等合わせて27名 で
した。会は事前の調整に基づき役員編成及び規約の了承を経て、めで

たく設立の運びとなりました。初代会長には、青森県支部長の工藤淳
氏が、秋田県支部長は副会長に選任されました。今後不足している事

項については逐次に修正していく予定で現 また、お互い困つたこと
があつたならば、連絡を密にして相互に補って行きたいと思つていま

り、その際は、会員統 の協力をお願いいたしま丸 (小助
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[配 付 用 ]

消防庁が昨年小・中学校向けに作成・配布した防災訓練用教材「チャレンジ 1

48Jの 中から役立ちそうな内容のものを選んで掲載しました。機会がありまし
たら1度やつてみてください。

★本結び☆

1同 じ大きの日―プをつなぐときに使う結び方です。

■結び目の引つ張り方を変えると簡単にほどくことがで

きるので、lla急隊の三角市などでも使う結び方です。

1最後にひもの端をもう一度縛ると、さらにはどけにく

くなります。

☆巻き結び★

■ロープを固定するとき、すばやく結べる結び方です。

|また、物を持ち上げるときにも禾J用できます。

■最後に0もの端をもう一度縛ると、さらにほどけにく

くなります.

■通常大いロープに細いEl― プを結びつけます。

1細いロープをゆるめるとき,よ自由に移動し、細いロー

プを張れば、結び目がしまって移動しなくなります。

(神戸市 財団法人神戸市防災安全公社 NPO去人プラス アーツ)に基づき作成
231

できあがり

★もやい結び★

■輪を作る結び方.災害現場で自分の身を守る命綱など

に使用される結び方です

1木などの固定物に日―アを結ぶときにも活用できます。

1最最後 l・ひもの端をもう一度縛ると、さらにほどけに

くくなります:

★ブルージッ

反転させる.

「30KOl.llス クールガイド防災教育支援ガイドブックJ
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[配 付 用 ]

動けない人を運ぶときは、衣類や毛布を使つて応急担架を作ります。

0毛布を使う

毛布の 1/3のところに棒を置いて、毛布をおり返して作ります。

|¬

0上着を使う

図のように、 2本の棒に上着 (5着以上)を通します。

0毛布のはしを丸める

毛布のはじを丸めて、持ちやすくしておきます。

はしを丸めて

持ちやすくする

「30KOMIス クールガイド防災教育支援ガイドブツクJ(神戸市、財団法人神戸市防災安全会社 NPO法人ブラス アーツ)に基づき■成

234


